(viii)認証マーク及び付記事項の表示に関する事項　（様式8）
	日本産業規格の番号、名称及び等級又は種類
	表示を付す鉱工業品の単位
	表示場所
	表示の方法及び付記の方法
	表示事項及び付記事項
	＊

	
	
	
	
	
	


品質管理責任者の実務経験及び専門知識の修得状況（様式9）
	事　　項
	内　　　容

	　　　（ふりがな）

（1）氏　　　名


	（姓）
　

	（名）　　　　　　　



	
	e-mail:　 

	（2）職　名
	（分類番号）

(2)から選んで記入
	（名称）



	（3）最終学歴
	（分類番号）

(3)から選んで記入
	（名称）


　　（④その他の場合、名称を記入）

	（4）認証を受けようとする鉱工業品の製造に必要な技術に関する実務経験

	
	
	通算経験年数　　　　　年

	企業名
	所属部署
	期間

	
	
	

	
	
	

	（5）標準化及び品質管理に関する実務経験

	
	
	通算経験年数　　　　○年

	企業名
	所属部署
	期間

	
	
	

	
	
	

	（6）標準化及び品質管理に関する専門知識の修得状況（次のイ、ロ、ハの該当する箇所に記入すること。）

	　イ．大学、短期大学又は高等専門学校において履修
	

	大学・学校名
	学部学科名
	卒業年
	履修科目名（単位数）

	
	
	
	

	　ロ．講習会等の課程を修了

	講習会等実施機関名
	受講期間
	講習会（コース）名

	
	
	

	　ハ．その他の方法で修得（社内研修、自己研修等）

	研修項目
	研修期間（研修時間）
	主催者又は講師

	
	
	

	　　　
	
	



(1)の氏名は、姓と名を分離して記入し、ふりがなを付けてください。

（2）の職名は、下記の該当する現職の分類番号を一つだけ選び番号を記入するとともに具体的名称を記入してください。なお、外国にある工場（又は事業場）の認証申請の場合にあっては、分類番号は記入しなくてもよいです。

　　① 社長又は代表取締役

　　② 取締役

　　③ 事業部長

　　④ 工場長

　　⑤ 品質管理担当部長

　　⑥ その他の部長

　　⑦ 品質管理担当課長

　　⑧ その他の課長

　　⑨ その他（係長又は主任等）

（3）の最終学歴は、下記の該当する最終学歴の分類番号を選び番号を記入してください。
　　① 大学卒業

　　② 専門職大学前期課程修了

　　③ 短期大学・高等専門学校卒業

　　④ 高等学校・中学校卒業等

　　⑤ その他（名称も記入してください。）



[image: image1]
（4）認証に係る鉱工業品の製造又は加工に必要な実務経験は、社内で定めること。
（5）標準化及び品質管理に関する実務経験

　　 ・大学（学校教育法：昭和22年法律第26条)又は外国においてこれに相当する大学の理学、医学、薬学、工学、農学又はこれらに相当する過程において品質管理に関する課目を修めて卒業し、標準化及び品質管理に関する知見を有すると認められる者であること。

　　・短期大学若しくは工業に関する高等専門学校（学校教育法：昭和22年法律第26条)又は外国においてこれに相当する学校の理学、医学、薬学、工学、農学又はこれらに相当する過程において品質管理に関する課目を修めて卒業し、標準化及び品質管理に関する知見を有すると認められる者であること。

（6）標準化及び品質管理に関する専門知識の修得状況

a) イの履修科目名は、品質管理に関する科目名のみを記入してください。品質管理に関する科目の履修したことの条件については、旧JIS制度のIQCの資格要件と同等の内容とします。履修科目は、以下に示す科目のうち、１科目以上で、かつ2単位(30時間)以上を履修したことが証明できるものが必要となります。

①統計学：数理統計、確率統計、統計解析、統計工学、統計学

②品質管理：品質管理、実験計画法

③経営工学：経営工学、工業経営工学

④生産管理：生産管理、管理工学、工場管理

b) ロの講習会等の過程を修了の条件については、講習会を開催する機関は特定しないが、標準化及び品質管理に関する知見の“統計的考え方”、“統計的工程管理”、“サンプリング”、“抜取検査”、“問題解決法”、“社内標準化”の内容が受講科目に含まれたものとし、30時間以上の受講時間があること、その修了書等の写しを添付することとします。なお、旧法におけるIQCの資格取得者で、新法に関するフォローアップ講習等を受講している場合は、受講証等の写しも添付してください。
c) ハの欄は、(6)のロと同等の知見の修得状況について具体的内容（研修項目、研修時間、主催者等）を記入し、研修内容が分かる研修記録を保有していることとします。

品質管理体制に係る要求事項と社内規格又は品質システム文書における規定内容の概要（様式A/B［共通］）

	品質管理体制に係る要求事項
	左欄の要求事項に対する社内規格又はJIS Q 9001による品質システム文書の規定内容の概要
	関連文書
	＊運用状況

	1) 省令第2条1項4号イ～チ
／同2項5号：

社内規格の整備及び実施に関すること


	※社内規格の整備及び実施に関することを記述（転記）してください。

※基準Bの場合は、ISO9001：2015「7.5 文書化した情報」による社内規格一覧表を添付し、「8　運用」等をもとに技術的生産条件を様式1～様式7に記載してください。特に、省令第2条1項2号から4号に関する内容を記述してください。

	
	

	2) 省令第2条1項4号イ(2)
／同2項5号：

社内規格の見直し及び就業者への周知に関すること

	※社内規格の見直し及び就業者への周知に関することを記述（転記）してください。

※基準Bの場合は、ISO9001：2015「7.1 資源」、「7.5 文書化した情報」、「8.2.4 製品及びサービスに関する要求事項の変更」、「9.2 内部監査」、「9.3 マネジメントレビュー」、「10 改善」等をもとに規定内容を具体的に記述してください。
	
	

	3) 省令第2条1項5号イ(1) 
／同2項5号：

社内標準化及び品質管理の推進に関する経営指針及びその計画的実施に関すること

	※品質方針・品質目標を記述（転記）してください。

※基準Bの場合は、ISO9001：2015 の「5.2 方針」、「6.2 品質目標及びそれを達成するための計画策定」等をもとに品質方針・品質目標等を具体的に記述してください。


	
	

	4) 省令第2条1項5号イ(2) 
／同2項5号：

社内標準化及び品質管理を適正に行うための各組織の責任と権限及び各組織間の連携に関すること

	※品質管理責任者を含む主な管理者の職務、運営組織等について各部署の責任と権限を1．(5)の組織図に関連づけて記述してください。

※基準Bの場合は、ISO9001：2015 の「5.3 組織の役割，責任及び権限」「7.4 コミュニケーション」等をもとに品質管理責任者を含む主な管理者の職務、運営組織等について具体的に説明してください。


	
	

	5) 省令第2条1項第5号イ(3) ／同2項5号：

就業者に対する社内標準化及び品質管理に関する教育訓練及び外部関係者に対する技術的指導に関すること

	※教育訓練計画、実施者、対象者等を記述しその方法について説明してください。

※基準Bの場合は、「7.2 力量」、「8.4 外部から提供されるプロセス，製品及びサービスの管理」等をもとに教育訓練計画、実施者、対象者、教育・訓練の方法・内容等について具体的に説明してください。


	
	

	6) 省令第2条1項5号ロ(1)
／同2項6号：

品質管理責任者の選任と職務に関すること
	※品質管理責任者の選任権者、位置付け及び職務権限について説明してください。

	
	

	7)省令第2条2項1号：

JIS Q 9001の規定への適合に関すること
	※基準Bの場合は、以下の事項について審査登録の概要を記載し、審査登録証の写しを添付してください。
認証番号：
登録認証機関：
初回認証登録日：
直近の審査実施日：
登録認証の範囲（製品、関連事業所）：

	
	


＊印の欄は記入しないでください。

上表の要求事項に従って記載するか、要求事項に関する記述がある社内規格又は品質マニュアルの名称を「関連文書」の欄に記入し、その写しを添付してください。

下記の（4）及び（5）の経歴については、申請に係る企業に限らず他の企業における経歴も含めて実務経験が該当すると思われるものをすべて記入し、通算した経験年数を記入してください。


なお、（4）及び（5）に必要な実務経験は、旧JIS法のIQCの資格要件と同等の内容を採用し、以下のとおりとしてください。標準化及び品質管理に関する知見の習得状況を（6）のハに記載してください。








